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　Dokkyo	Journal	of	Medical	Sciences/獨協医学会雑誌第36
巻第1号をお届けします．本号には英文原著5編，和文原著
2編，英文症例報告1例，和文症例報告1例，英文総説1例，
学位申請論文10編が掲載されております．本号発刊に際し
ましてご尽力頂きました先生方に御礼申し上げます．
　さて，本刊は，本年度初刊発行でありますので少しく述べ
させて戴きます．まずは最近の明るいニュースについて紹介
します．昨年末まで遡りますと，日本人4人のノーベル賞受
賞がありました．物理学賞の小林	誠，益川敏英，南部陽一郎，
および化学賞の下村　修の各氏です．4人同時という快挙で
した．そもそもノーベル賞とはスウェーデン人のアルフレッ
ド・ベルナルド・ノーベルがダイナマイト発明で得た巨万の
富を基金として人類の為に最も貢献した後生の優れた業績を
残した人物に分け与えてくれといった遺言から始まります．
その後，財団が設立され，その結果，生まれた賞であります．
その価値は自然化学分野における世界最高級のものです．こ
のニュースは我々日本人を勇気づけるものでした．医学関係
者にとって欲をいえば生理学・医学賞があれば申し分なかっ
たわけですが．
　反面，暗いニュースがつづきます．一昨年夏に表面化した
米国のサブプライムローン問題は，昨年9月には金融危機と
して世界を覆い，我が国でも他業種にわたり大不況に陥って
おり，社会不安を大きく増大させています．このため従来か
らありました医療界の危機を陰に隠してしまう程でありま
す．長期にわたる医療費抑制策は，医師，医療従事者不足を
はじめ，医療分野を完膚なきまでに疲弊させています．私事
になりますが，私は獨協医科大学開学以来メンバーの一人で
す．獨協医科大学の発展を具にみてきた一人ですが，現在の
獨協医科大学は右肩上がりに来た発展が止まり，むしろ下方
に向かっており，危機感さえあります．獨協医科大学の発展・
継続のための我々獨協医療人の負担は限界点を超えていると
いっても過言ではありません．この様な時期に誰かが何かを
してくれるかではなく，自分に何ができるか，何をなすべき
か，今，一度考え直す時期に突入したと思います．不幸は，
幸いの基となるところ，幸いは，不幸の潜みたるところであ
り，驕らず，挫けず，前向きに自分のなすべきことを考え，
実行していきたいものです．ノーベルの遺言にありますよう
に賞の選考に当たっては，「国籍はいっさい考慮せず」とあ
ります．今こそ獨協医科大学を愛する獨協人の一致団結した
結束が医科大学の盤石な発展に繋がるものになるのではない
でしょうか．この様な時期にご協力戴いた今回の獨協医学会
雑誌の発刊は一服の清涼剤になります．今後とも多くの投稿
をお待ち致しております．	 （中元隆明）
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